
日時　９月11日月午後１時30分～３時
場所　学びの里「めいりん」
講師　仁愛大学　教授　野村卓

たかまさ
正さん

定員　30人（先着）
受講料　無料

申�込方法　電話か専用フォームから申
し込む

申込締切　９月６日水
問　生涯学習・文化財保護課
　（☎65・5590）

　いつ発生するか分からない災害に備え、栄養バランスやコスト、備蓄スペースを考えた防災食品の選び方を学
びましょう。

大野市民学校第３講「家庭でも備えよう！災害時備蓄用防災食品」

申し込みはこちら▲

日時　10月14日土午前８時～10時30分　※荒天中止
場所　乾側公民館　集合
講師　市指導学芸員
定員　20人（先着）
受講料　無料
持ち物　生涯学習手帳、タオル、飲み物
服装　ウオーキングができる服装

申�込方法　電話か専用フォームから申し込む
申込期間　９月11日月～10月６日金
その他　おおのヘルスウォーキングプ

ログラム参加者は50ポイントもら
えます

問　乾側公民館 （☎66・3756）

　乾側地区（四ケ地区）にある殿屋敷跡や古墳群など歴史的価値の高い史跡を、学芸員の解説付きで巡ります。

公民館リレー講座「大野を学ぼう」乾側史跡巡りウォーク

申し込みはこちら▲

日時　９月25日月午前９時30分～午後３時
場所　結とぴあ
内容　講義とフレイルチェックの実技指導
対象　おおむね74歳以下で普通自動車免許がある市民
定員　20人（先着）

申�込方法　電話で申し込む
申込締切　９月15日金
その他　おおのヘルスウォーキングプログラム参加者

は100ポイントもらえます
問　健康長寿課 （☎65・7333）

　加齢により、筋肉量などが低下し虚弱となった状態を『フレイル』と呼びます。フレイルの兆候を早期に発見し、
予防のポイントなどを市民に周知するボランティア「フレイルサポーター」になりませんか。人と話をすることが
好きな人におすすめのボランティア活動です。興味のある人はぜひ受講してください。

フレイルサポーター養成講座

日時日時　①９月４日月～８日金午前８時30分～午後５時15分　①９月４日月～８日金午前８時30分～午後５時15分
　②９月４日月～10日日午前10時～午後５時　②９月４日月～10日日午前10時～午後５時
場所　場所　①市役所市民ホール　②県民せいきょう大野きらめき①市役所市民ホール　②県民せいきょう大野きらめき

問　環境・水循環課 （問　環境・水循環課 （☎64・4828）　64・4828）　

フードドライブにご協力くださいフードドライブにご協力ください
　フードドライブとは、食品ロスを減らすため、各家庭の未利用食品を持ち寄り、福祉団体などを通じて必要と
している人に寄付する活動です。市と県民せいきょうでは、次のとおりフードドライブを行いますので、ご協力
をお願いします。

○寄付いただきたい食品
未開封で賞味期限が１カ月以上残っている常温保存可能
なもの
▶米（令和３年度産以降の米で１人90㌔㌘まで）
▶パスタ・そうめんなどの乾麺　▶缶詰
▶レトルト・インスタント食品　▶のり　▶茶漬けのもと
▶ふりかけ　▶調味料（しょうゆ、食用油）　▶菓子　など

×寄付できない食品
▶賞味期限が１カ月を切っているもの
▶開封されているもの
▶生鮮食品（生肉、魚介類、生野菜）
▶アルコール（みりん、料理酒を除く） 　自立相談支援センター「ふらっと」を通じて、

必要としている人に届けられました

６月のフードドライブで集まった食品日時　９月30日土午前11時～正午
場所　くずりゅう化石ラボ ガ・オーノ
対象　小学４年生以上
定員　20人（先着）
受講料　無料

申�込方法　住所と氏名、連絡先を添えて、電話かファ
クス、電子メールで申し込む

申込締切　９月22日金午後５時
問　生涯学習・文化財保護課 （☎65・5590　FAX66・

2885）　電子メール shobun@city.fukui-ono.lg.jp

　市では、市内の化石調査を進める「大野化石調査隊」の新規隊員を募集します。調査活動は冬季を除き月１回実
施し、化石発掘調査などを行います。入隊希望者対象の説明会を開催するので、化石に興味がある人もそうでな
い人も気軽に参加してください。

「大野化石調査隊」新規隊員募集　～入隊希望者向け説明会を開催します～

　10月に本市で「星空の街・あおぞらの街」全国大会が開催されます。これは、大気環境保全の意識を高め、郷土
の環境を生かした地域振興を推進することを目的に、平成元年度から毎年、全国各地で開催されているものです。
　大会では、星空観察に関する調査報告や特別な記念講演、環境保全に関する発表などが行われます。この機会
に、本市が誇る日本一美しい星空について学んでみませんか。

日時日時　　10月８日10月８日日日午後２時15分～５時40分午後２時15分～５時40分
場所場所　　文化会館文化会館
内容内容　　式典▶表彰式▶星空報告会（阪谷小学校、オヤッ式典▶表彰式▶星空報告会（阪谷小学校、オヤッ

ト天文クラブ）▶記念講演（福井工業大学　掛下知行ト天文クラブ）▶記念講演（福井工業大学　掛下知行
学長、中城智之教授）学長、中城智之教授）

入場料入場料　　無料無料
定員定員　　50人（抽選）50人（抽選）
申込方法申込方法　　電話かファクス、電子メールで、住所と氏電話かファクス、電子メールで、住所と氏

名、年齢、電話番号を添えて申し込む（１人２口ま名、年齢、電話番号を添えて申し込む（１人２口ま
で申し込み可）で申し込み可）

申込締切申込締切　　９月15日金９月15日金
その他その他　　入場時に手荷物検査を実施します。手荷物は入場時に手荷物検査を実施します。手荷物は

最小限に留めてください。最小限に留めてください。
問　「星空の街・あおぞらの街」全国協議会（観光交流問　「星空の街・あおぞらの街」全国協議会（観光交流

課内） （課内） （☎☎64・4817　FAX65・1424）64・4817　FAX65・1424）
　電子メール　zenkokukyogikai@city.fukui-ono.lg.jp　電子メール　zenkokukyogikai@city.fukui-ono.lg.jp

「星空の街・あおぞらの街」全国大会　観覧者募集「星空の街・あおぞらの街」全国大会　観覧者募集

理学療法士による体ケア講座理学療法士による体ケア講座
　理学療法士兼アスレチックトレーナーを講師に迎え、肩や腰、膝のケアについて学びます。
日時日時　９月25日　９月25日月午前10時～11時30分
場所場所　エキサイト広場　エキサイト広場
講師講師　理学療法士　前田結香さん　理学療法士　前田結香さん
対象対象　市民　市民
定員定員　　20人20人
受講料受講料　500円　500円

持ち物持ち物　　ヨガマット（持っている人）、飲み物、タオルヨガマット（持っている人）、飲み物、タオル
申込方法申込方法　　電話で申し込む電話で申し込む
申込締切申込締切　　９月22日９月22日金午後５時
その他その他　　おおのヘルスウォーキングプロ

グラム参加者は50ポイントもらえます
問　スポーツ推進課 （問　スポーツ推進課 （☎☎65・5592）65・5592）
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し

認
知
症
や
介
護
の
こ
と
、
お
茶
を
楽
し
み

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
や
認
知
症
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
不

安
な
こ
と
や
気
掛
か
り
な
こ
と
な
ど
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
よ
ろ
ず
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、
息
抜
き
や
交
流
を

し
ま
せ
ん
か
。
専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）

◆
結
の
カ
フ
ェ

日
時　
９
月
10
日
日
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
県
民
せ
い
き
ょ
う
大
野
き
ら
め
き

内
容　
太
極
拳
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う

講
師　
山
本
は
る
み
さ
ん

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
１
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
９
月
８
日
金

問　
県
民
せ
い
き
ょ
う
大
野
き
ら
め
き

　
（
☎
66
・
１
２
１
１
）

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時　
９
月
15
日
金
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
和
が
家（
送
迎
可
、
☎
69
・
１
１
０
８

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

内
容　
「
お
経
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

講
師　
福
正
寺　
住
職　
菅
原
教き
ょ
う
し
ん真
さ
ん

参
加
料　
１
０
０
円

問　
和
が
家 （
☎
69
・
１
１
０
８
）

◆
や
わ
ら
ぎ
カ
フ
ェ

日
時　
９
月
24
日
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

場
所　
大
野
和
光
園

内
容　
ギ
タ
ー
・
青
葉
の
笛
の
音
色
に
触
れ
て

講
師　
穴
馬（
中
村
敏
和
さ
ん
、新
家
香
代
さ
ん
）

参
加
料　
１
０
０
円

問　
大
野
和
光
園 （
☎
66
・
６
６
６
０
）

管
理
公
社
杯
２
０
２
３
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会

日
時　
９
月
23
日
土
秋
分
の
日
午
前
８
時
～

※
少
雨
決
行

場
所　
真
名
川
憩
い
の
島
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
結
と
ぴ
あ
１
階
管
理
事
務
室
で

申
し
込
む

申
込
締
切　
９
月
12
日
火

そ
の
他　
必
要
な
道
具
を
貸
し
出
し
ま
す

問　
公
共
施
設
管
理
公
社 （
☎
65
・
８
７
６
６
）

亀
山
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日
時　
９
月
23
日
土
秋
分
の
日
午
前
10
時
～

午
後
３
時

※
荒
天
時
は
24
日
日
に
順
延

場
所　
亀
山
公
園

内
容　
森
林
浴
を
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
生
息

す
る
植
物
や
生
き
物
を
観
察
し
ま
す

講
師　
県
自
然
観
察
指
導
員
の
会　
会
員

対
象　
ど
な
た
で
も（
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

定
員　
30
人（
先
着
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
氏
名
、住
所
、連
絡
先
を
添
え
て
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
９
月
22
日
金

問　
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
（
☎ 

67
・
１
６
５
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ
67
・
１
６
５
６
）

　
電
子
メ
ー
ル　

sizen-ci@
pref.fukui.lg.jp

荒
島
の
郷
へ
大
集
合
！　
高
速
道
路
の「
は

た
ら
く
く
る
ま
」

日
時　
９
月
23
日
土
秋
分
の
日
・
24
日
日
午

前
10
時
～
午
後
４
時（
24
日
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

場
所　
道
の
駅「
越
前
お
お
の 

荒
島
の
郷
」

内
容　
高
速
道
路
で
は
た
ら
く
車
の
展
示
▼
作

業
車
乗
車
体
験
＆
操
作
体
験
▼
は
た
ら
く
車

写
真
撮
影

参
加
料　
無
料

問　
道
の
駅「
越
前
お
お
の 

荒
島
の
郷
」

　
（
☎
64
・
４
５
０
０
）

第
７
回「
結
の
故
郷
・
里
芋
音
頭
」踊
り
大
会

日
時　
９
月
26
日
火
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

場
所　
結
と
ぴ
あ

参
加
料　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物

問　
里
芋
音
頭
愛
好
会　
羽
生
さ
ん

　
（
☎
65
・
５
４
７
７
）

第
１
０
５
回
ハ
ロ
ー
ピ
ー
プ
ル「
秋
の
夜

長
の
図
書
館
寄
席
」

日
時　
９
月
30
日
土
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
図
書
館

出
演　
田い
な
か
や
舎
家
山や
ま
さ
ん山
さ
ん
、
三さ
ん
ゆ
い
て
い

結
亭
翔し
ょ
う
ご
う
剛
さ
ん

参
加
料　
無
料

問　
図
書
館 （
☎
65
・
５
５
０
０
）

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
事
業　
バ
ス
で
行
く

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

日
時　
11
月
11
日
土
午
前
６
時
出
発　

参
加
料　
大
人
９
８
０
０
円
、
４
歳
～
小
学
生

６
４
０
０
円（
９
月
現
在
）

※
Ｕ
Ｓ
Ｊ
ワ
ン
デ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
代
と
し
て

定
員　
45
人（
先
着
）

申
込
方
法　
市
社
会
福
祉
協
議
会（
結
と
ぴ
あ

１
階
③
番
窓
口
）で
申
し
込
む

受
付
期
間　
10
月
10
日
火
～
13
日
金

問　
市
社
会
福
祉
協
議
会 （
☎
65
・
８
７
７
３
）

  

教
室
・
講
座

お
菓
子
の
家
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

日
時　
９
月
24
日
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
㈱
サ
カ
エ
広
告
新
社
屋（
大
和
町
５
︱
６
）

内
容　
本
物
の
お
菓
子
そ
っ
く
り
の
フ
ェ
イ

ク
ス
イ
ー
ツ
を
、
段
ボ
ー
ル
や
発
砲
ウ
レ
タ

ン
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
使
っ
て
作
成
し
、
ペ
イ

ン
ト
す
る

対
象　
小
学
５
年
生
以
上

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
添

え
て
、
電
話
で
申
し
込
む

問　
ト
レ
モ
ロ　
脇
本
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
２
８
３
４
・
２
６
９
１
）

  

お
知
ら
せ

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

相
続
や
遺
言
書
の
書
き
方
、
行
政
へ
の
申

請
手
続
き
な
ど
、
暮
ら
し
の
身
近
な
困
り
ご

と
に
関
す
る
相
談
に
、
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
10
月
１
日
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

そ
の
他　
申
し
込
み
不
要
。
当
日
会
場
に
来

て
く
だ
さ
い

問　
県
行
政
書
士
会　
松
田
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
１
６
３
１
・
４
５
５
０
）

ご
み
の
祝
日
・
第
４
日
曜
日
受
け
入
れ

日
時　
９
月
18
日
月
敬
老
の
日
、
24
日
日
午
前

８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
受
け
入
れ
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

少
量
の
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い

場
所　
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ

問　
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

  

募　
集

「
お
と
し
ょ
ち
ゃ
ん
か
る
た
」の
読
み
札
募
集

　
図
書
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
お

と
し
ょ
ち
ゃ
ん
」の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
る
た
を
作

成
す
る
た
め
、
読
み
札
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
を
図
書
館
へ
提
出
ま

た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。
応

募
用
紙
は
図
書
館
と
公
民
館
に
あ
り
ま
す

応
募
締
切　
10
月
10
日
火

選
考
　
10
月
22
日
日
に
開
催
す
る
図
書
館
ま

つ
り
で
、
来
場
者
の
投
票
で
46
作
を
選
考

そ
の
他
　
11
月
５
日
日
か
ら
12
月
３
日
日
ま

で
図
書
館
で
作
品
を

展
示
発
表
し
ま
す

問　
図
書
館

　
（
☎
65
・
５
５
０
０
）

大
野
市
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
図
書
館
の
運
営
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　
図
書
館
で
活
動
す
る
意
欲
と
熱
意

の
あ
る
人（
高
校
生
以
上
）

活
動
内
容　
書
架
整
理
、
書
架
へ
の
資
料
返
却

活
動
期
間　
10
月
～
令
和
６
年
９
月
※
登
録
は

１
年
間
と
し
、
毎
年
更
新

活
動
日
お
よ
び
時
間　
図
書
館
の
開
館
日
の

午
前
11
時
～
午
後
５
時
の
う
ち
、
活
動
可

能
な
時
間

説
明
会
・
研
修
会　
活
動
内
容
の
説
明
会
お
よ

び
活
動
内
容
の
研
修
会
に
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
説
明
会
に
参
加
し
た
人
を
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
ま
す

日
時　
９
月
30
日
土
午
前
10
時
30
分
～

場
所　
図
書
館

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
内
容
や
図
書
館
の

概
要
な
ど
の
説
明
と
資
料
整
理
の
研
修

服
装　
動
き
や
す
い
服
装

申
込
方
法　
図
書
館
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
締
切　
９
月
21
日
木（
必
着
）

問　
図
書
館 （
☎
65
・
５
５
０
０
）

　
〒
９
１
２
︱
０
０
８
４　
天
神
町
２
︱
４

※１　家賃は収入に応じて変動します
※２ 　それぞれ入居条件があります。詳しくは問い合わせてください

詳しくは
こちら▼

市 営 住 宅 な ど の 入 居 者 募 集 中

募集物件
高齢者向け賃貸住宅
※60歳以上 特定優良賃貸住宅

コーポ花山（牛ケ原） 西二番町家住宅（明倫町）

募集戸数 20戸（１ＤＫ）、
 ５戸（２ＤＫ） １戸（２ＬＤＫ）

受付期間 随時 随時
選定方法 先着 先着

問い合わせ先 光明寺福祉会
（☎65・7132）

交通住宅まちづくり課
（☎64・4815）

広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先
秘書広報室

（☎ 64・4825）

広　告

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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子育てつうしん
おおの

ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。ショッピングモール
Ｖｉｏで、定休日を除く毎日開いています。（午前10～午後６）
【定休日】６日・20日水…Vio定休日　問�☎66・3775 詳しくはこちら

（ちっく・たっくホームページ）

ちっく・たっくちっく・たっくの行事予定の行事予定

♪リサイクル市
　日時：２日土午前10～午後５
　場所：ちっく・たっく（Vio内）

♪�子育て講座～テーマ「好き嫌いについて　鉄分
補給について」（離乳食・幼児食）

　※要予約・限定８組
　日時：14日木午前10：30～11：30
　場所：ちっく・たっく（Vio内）
　講師：倉田晶子さん（子育てマイスター）
　持ち物：飲み物

♪�子育て塾～マイスターによる身体測定と育児相
談～※要予約。母子手帳をご持参ください

　日時：19日火午前10～11：30
　場所：ちっく・たっく（Vio内）
　講師： 福井高等学校　衛生看

護科教員
　　　　藤井千代美さん
　※ 今月のお話「子どもの下痢、

嘔
お う と

吐、胃腸炎」

保育所・認定こども園保育所・認定こども園  開放日（未就園児）開放日（未就園児）
☆☆公立保育所開放公立保育所開放（ほのぼの広場）※自由にご参加ください（ほのぼの広場）※自由にご参加ください

日時：５日日時：５日火火、、19日19日火火午前９：30～11午前９：30～11
場所：公立保育所（あかね・荒島・阪谷・和泉）場所：公立保育所（あかね・荒島・阪谷・和泉）

☆☆民間保育民間保育所所開放開放（上段は見学日、下段は体験日です）※（上段は見学日、下段は体験日です）※要予約要予約
い と よ 保 育 園　毎週月水金午前９：30～11い と よ 保 育 園　毎週月水金午前９：30～11
　いとよっこ広場　　いとよっこ広場　15日15日金金午前10～11午前10～11

☆☆認定こども園開放認定こども園開放（上段は見学日、下段は（上段は見学日、下段は体験体験日です）※日です）※要予約要予約
いなやまこども園　毎週水木金午前10～11いなやまこども園　毎週水木金午前10～11
　　なないろ広場　　　なないろ広場　25日25日月月午前10～11午前10～11※※好きな遊び好きな遊び、、保育教諭による子育て相談保育教諭による子育て相談
い な ほ こ ど も 園　毎週月水金午前い な ほ こ ど も 園　毎週月水金午前1010～11～11
　　なないろ広場　　　なないろ広場　今月はありません今月はありません
大 野 幼 稚 園　毎週火水木午前９：30～11：30大 野 幼 稚 園　毎週火水木午前９：30～11：30
　  きらきらClub　　  きらきらClub　５日５日火火、、７日７日木木、、12日12日火火、、14日14日木木、、19日19日火火、、21日21日木木、、26日26日火火、、2828日日木木午前９：30～11：30午前９：30～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※親子ふれあい遊び、※親子ふれあい遊び、絵の具遊び、絵の具遊び、園児との交流遊び園児との交流遊び、、絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ、、保育保育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　心理士による子育て相談心理士による子育て相談
開 成 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11開 成 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11
　　にこにこ広場　　　にこにこ広場　今月はありません今月はありません
上 庄 こ ど も 園　毎週火木金午前９：30～11上 庄 こ ど も 園　毎週火木金午前９：30～11
　　ころころ広場　　　ころころ広場　７日７日木木午前９：30午前９：30～11～11※お絵かき※お絵かき
亀 山 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11亀 山 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　かめさん広場　　　かめさん広場　今月はありません今月はありません
篠 座 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11篠 座 こ ど も 園　毎週月水金午前10～11
　　　子育て広場　　　　子育て広場　８日８日金金午前10～11午前10～11※戸外遊び※戸外遊び
誓 念 寺 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11誓 念 寺 こ ど も 園　毎週月水金午前９：30～11
　　なかよし広場　７　　なかよし広場　７日日木木、、16日16日土土午前９：30～11午前９：30～11
誓念寺中野こども園誓念寺中野こども園　毎週火木土午前９：30～11　毎週火木土午前９：30～11
 　　なかよし広場　 　　なかよし広場　16日16日土土、、28日28日木木午前９：30～11午前９：30～11  

◎祝日・休日の場合を除く。詳しい内容は、各園
に問い合わせてください

児童デイサービスセンター児童デイサービスセンター  くれよん教室くれよん教室
♥子どものことばや育ちの相談（要申込）
日時：随時開催  午前９～午後５
♥子どものからだとこころ専門医による相談（要申込）
月１回：希望する人はご連絡ください
問　児童デイサービスセンター
　（結とぴあ内☎65・8535）

　児童デイサービスセンター
では、ことばや発達などが気
掛かりな子どもの相談と療育
を行っています。いつでも問
い合わせてください。

▲詳しくはこちら

相談の申し込みはこちら▶

集まれおおのっ子集まれおおのっ子  ひとり親家庭等学習支援事業ひとり親家庭等学習支援事業
ひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会です。宿題で分からないところや、ひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会です。宿題で分からないところや、
つまずいているところを習うことができます。つまずいているところを習うことができます。
日時　２日土、９日土、16日土午前９時30分～11時30分※日程が変更になること

もあります
場所　旧アドバンススクール（神明町1107番地）
その他　学習会に参加を希望する人は、こども支援課まで申請書を提出してください。申請書はホー

ムページからダウンロードできるほか、こども支援課にもあります。郵送でも受け付けています
問　こども支援課 （☎64・5140）　大野市母子寡婦福祉連合会 （☎65・0360）

☆遊びの広場（たんぽぽ広場）
　対象：乳幼児とその保護者

日時： 毎週月～金午前９～正午（ランチルーム
は午後０：30まで使用できます）　午後
１：30～４

　　　 ２日土と16日土午前９～正午
場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）
≪主な行事≫

【ミュージックケア】６日水午前10：30～11：30　
講師：音楽療法士　上坂千津子さん※要予約

【はさみでちょきちょき】11日月敬老の日のプレ
ゼント作り①午前９～②午前10～③午前11～④
午後２～（各時間７人ずつ）※要予約

【親子リトミック】14日木午前11～11：30　講師：
ピアノ奏者　山本ちひろさん※要予約

【ままヨガ】19日火午前11～11：30　講師：ヨ
ガ教師　飛石めぐみさん※要予約

【お日さま広場】21日木午前10～ミニ講座（自分の
気持ちを伝える方法）※個別相談ともに要予約

【誕生会】25日月午前11～11：30　対象 ： ９月
に誕生日やハーフバースデーを迎えるお子さ
んと保護者※要予約
＊ 毎週、月・木は、午前11時から保育士によ

る手遊びや紙芝居・絵本の読み聞かせなど
を行っています。詳しくは「あそびにおいで
よ！９月号」をご覧ください。予約はいりま
せん

☆育児相談（電話・面接・メール・Zoom
で受け付けています）
日時：毎週月～金午前９～午後５
場所：地域子育て支援センター（結とぴあ内）
※ Zoomでの相談を希望される人は、相談日な

どをご案内しますので、市の公式LINEで気軽
に申し込んでください

問　地域子育て支援センター（結とぴあ内）�
�　☎65・7188��Eメール�kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

◎子育て支援センターの行事予定表“あそびにおいでよ！”は市のホームページからも見られます

子育て支援センター子育て支援センターの行事予定の行事予定
子育て支援センターは、子育てをしているおうちの人なら、どなたでも利用できます。

　平日のほか毎月２回�土曜日の午前中開いています。（第１・第３土曜日）※変更になる場合あり

▲詳しくはこちら
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ご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます
　７月28日、株式会社ネクシィーズ・ゼロから、企業版　７月28日、株式会社ネクシィーズ・ゼロから、企業版
ふるさと納税として100万円の寄付が寄せられました。ふるさと納税として100万円の寄付が寄せられました。
　寄付金は、脱炭素型のまちづくり事業に活用していき　寄付金は、脱炭素型のまちづくり事業に活用していき
ます。ます。
問　政策推進課 （問　政策推進課 （☎64・4824）4・4824）

ふるさと大野今昔物語

み
ん
な
の
図
書
館

　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真などを収集保存しています。家庭に古い写真などを持っ
ている人は、ぜひ連絡してください。皆さんの協力をお願いします。

問　生涯学習・文化財保護課（学びの里「めいりん」内☎65・5590）

乾側地区敬老会：昭和35年撮影
　地区の敬老会が乾側小学校の講堂で開催さ
れました。
　子どもたちの奏でる大太鼓や小太鼓、縦笛
の演奏に、お年寄りたちが耳を傾けています。

（提供：乾側公民館）

若越青年体育大会：昭和29年撮影
　市制施行祝賀行事の一環として本市で若越
青年体育大会が開催されました。
　有終中学校グラウンドで行われた相撲競技
を多くの学生が見守っています。

（提供：大野公民館）

生涯学習センター各種講座案内

キャッシュレス決済を知ろ
う！講座
　キャッシュレス決済の「いろは」
を学び、自分に合った使い方を見
つけましょう。
日�時　10月18日水午後１時30分～

３時30分
場所　生涯学習センター
講師　篠原心さん
定員　６人（先着）
受講料　1400円
申込締切　10月４日水

ZOOM講座　実践編
　ZOOMを利用している人で
も、意外と知らない便利な機能を
学び活用しましょう。
日時　10月20日金午後７時～９時
場所　職業訓練センター
講師　齊藤裕介さん
定員　６人（先着）
受講料　1400円
申込締切　10月６日金

企業コンプライアンス研修
ハラスメント防止対策セミ
ナー
　パワハラやセクハラ、マタハラ
などさまざまなハラスメントにつ
いて、その概念や種類、対処方法
を学びます。
日時　10月24日火午後１時～３時
場所　生涯学習センター
講師　加藤裕美さん
対�象　事業所のリーダー職または

社員
定員　８人（先着）
受講料　1400円
申込締切　10月10日火

Word2019基礎講座
　文書の編集やワードアート、画
像、図形の機能などを詳しく学び
ます。
日�時　11月 ７日 ～12月26日 の

火（全８回）午後７時～９時
場所　職業訓練センター
講師　木村ゆかりさん
対�象　Word & Excel入門編を学

びパソコン利用のステップアッ
プをしたい人

定員　６人（先着）
受�講料　１万1200円（テキスト

代別2200円）
申込締切　10月18日水

社会人のためのマネー講座
どう使う？どう貯める？
　人生をより豊かに感じるため
に、お金の上手な使い方を学んで
役立てましょう。
日�時　【基礎編】11月17日金午

後７時～９時
　 【応用編】12月１日金午後７時～

９時
※両日の参加が必要
場所　職業訓練センター
講師　とみた早苗さん
対象　就業者
定員　６人（先着）
受講料　2800円
申込締切　11月１日水

日商簿記３級受験対策セミナー
　業種や職種にかかわらず身に付
けておくべき「必須の基本知識」と
して多くの企業から評価される資
格です。
日�時　11月18日、25日、12月２

日、９日、16日、令和６年１月
13日、20日、27日、２月10日、
17日いずれも土（全10回）午前
10時～午後５時（休憩１時間）

場所　職業訓練センター
講師　木村ゆかりさん
定員　６人（先着）
受�講料　３万8000円（テキスト

代別4840円）
申込締切　11月１日水

Google活用講座
　Googleには仕事や生活に役に
立つアプリ(機能)が多くありま
す。日常生活で知っていると役に
立つ機能を学び活用しましょう。
日�時　11月29日水、12月６日水

午後７時～９時
※両日の参加が必要
場所　職業訓練センター
講師　齊藤裕介さん
対�象　グーグルアカウントを持っ

ている人
定員　６人（先着）
受講料　2800円
申込締切　11月15日水

働く女性のためのワーク・
ライフ・バランス講座
　仕事と家庭を両立するための考
え方を学び、日々の生活に生かし
ましょう。
日時　11月30日木午後１時～３時
場所　生涯学習センター
講師　加藤裕美さん
対象　求職中または在職中の女性
定員　８人（先着）
受講料　1400円
申込締切　11月16日木

９月１日金午前９時から受け付けします。各講座の締切日以降のキャンセルは、受講料がかかります。
問�　生涯学習・文化財保護課�（☎65・5590）

◀各講座の
　申し込みは
　こちら
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着
図
書
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ノ
ン
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ク
シ
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裏
日
本
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正し
ょ
う
づ津
勉べ
ん
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ｈ
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Ｐ
Ｔ
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フ
ェ
ク
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幸
齢
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和
田
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樹
）▼
近

代
お
ん
な
列
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石
井
妙た
え
こ子
）▼
ゲ
ー
ム

理
論
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裏
口
〉入
門（
野
田
俊し
ゅ
ん
や也
）▼
世
界

が
わ
か
る
資
源
の
話（
鎌か
ま
た田
浩ひ
ろ
き毅
）▼
数
学

の
文
化
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ク
ラ
イ
ン
）▼
い
つ
も
と
違
う

野
菜
の
食
べ
方（
小お

だ田
真ま

き

こ
規
子
）▼
野
菜
１

品
で
作
れ
る
！
ゆ
る
っ
と
整
う
や
さ
し

さ
ご
は
ん（
河か
わ
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希の
ぞ
み美
）▼
宇
宙
一
ず
ぼ
ら

１
５
０
円
め
し（
だ
れ
ウ
マ
）▼
ア
イ
コ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
ひ
み
つ（
米よ
ね
く
ら倉
英ひ
で
ひ
ろ弘
）▼
浅
野

拓
磨
奇
跡
の
ゴ
ー
ル
へ
の
１
６
３
８
日
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浅
野
拓
磨
）▼
深
く
、
し
っ
か
り
息
を
し

て（
川
上
未み

え

こ
映
子
）
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

プ
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デ
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あ
さ
の
あ
つ
こ
）▼
ふ
り

さ
け
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上
・
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安
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龍
太
郎
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▼
ハ
ン
チ
バ
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市
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お
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）▼
そ
の

謎
を
解
い
て
は
い
け
な
い（
大
滝
瓶び
ん
た太
）

▼
刑け
い
じ事
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ず
も
り森　

逃
走
の
行
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丸
山
正

樹
）▼
霜そ
う
げ
つ月
記き（
砂す
な
は
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浩こ
う
た
ろ
う

太
朗
）▼
私
た
ち

の
世
代
は（
瀬
尾
ま
い
こ
）▼
レ
ー
エ
ン

デ
国
物
語（
多た
さ
き崎
礼れ
い

）▼
い
つ
ま
で（
畑は
た
け
な
か中

恵め
ぐ
み）▼
ぎ
ょ
ら
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町
田
そ
の
こ
）▼
獣
の
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森
絵え

と都
）▼
鴎
外
青
春
診
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録
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山

崎
光
夫
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小
説
家
と
夜
の
境
界（
山や
ま
し
ろ白

朝あ
さ
こ子
）▼
あ
な
た
の
も
の
じ
ゃ
な
い
も
の

は
、
あ
な
た
の
も
の
じ
ゃ
な
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オ
イ
ェ

イ
ェ
ミ
）▼
日に
っ
し
ょ
く蝕（
ケ
ス
ト
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ー
）
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ぼ
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お
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さ
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さ
く

ら
）▼
水
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こ
か
ら
や
っ
て
く
る
？
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浜
田
久
美
子
）▼
思
春
期
の
し
ん
ど

さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？（
鴻こ
う
の
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麻
里
香
）
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ふ
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ご
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▼
世
界
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中
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か
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代
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Ｓ
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さ
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タ
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嶋

玲
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拾
っ
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語（
い
と
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ひ

ろ
し
）▼
ゆ
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す
げ
村
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紙
す
き
屋
さ
ん

（
茂も
い
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久
美
子
）▼
川
滝
少
年
の
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク（
小こ
で
ま
り

手
鞠
る
い
）▼
月
の
ボ
ー
ル
で
あ

そ
ぼ
う
よ（
フ
ラ
ン
ク
）▼
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
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ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
）
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絵
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】

や
ま
を 

う
ご
か
し
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ミ
ン
・
ロ
ー
さ
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ロ
ー
ベ
ル
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ア
ア
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と
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こ

い（
秋あ
き
の野
不ふ

く矩
）▼
ぼ
く
の
と
も
だ
ち
ガ

ム
ー
サ（
市
川
里
美
）▼
宿し
ゅ
く
ば
ま
ち

場
町
の
一
日

（
い
わ
た
慎
二
郎
）▼
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち

の
ふ
し
ぎ
な
ま
ど（
ド
ラ
ク
ロ
ワ
）▼
ノ

コ
ギ
リ
ザ
メ
の
な
み
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長ち
ょ
う

新し
ん
た太
）▼
よ

う
か
い
お
ふ
ろ（
植
垣
歩
子
）

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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　高校でも野球を
続け、甲子園大会
に出場することが
当 面 の 目 標 で す。
１年生からレギュ
ラ ー を 勝 ち 取 り、
夏の甲子園に出場
できるよう、これ
からも練習に励み
ます。

あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は

秘
書
広
報
室
ま
で
☎
64
・
４
８
２
５

市
民
の
ペ
ー
ジ

市
民
の
ペ
ー
ジ

こんにちはこんにちは

大
野
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

遊
ぶ
よ
う
に
学
べ
る
楽
し
い
教
室
に

遊
ぶ
よ
う
に
学
べ
る
楽
し
い
教
室
に

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」と
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
意
図
し
た
動
き
を
さ

せ
る
た
め
の
手
順
を
作
る
こ
と
で

す
。
家
電
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
場
面
で
活

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
全
国
の
小
中

学
校
の
授
業
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

大
野
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
代
表
の
金き

ん
ば
ら原

陽
子
さ
ん
・
慎
二
さ

ん
夫
妻
は
、
子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
楽
し
く
学
べ
る
場

を
作
り
た
い
と
、
本
年
１
月
に
ク

ラ
ブ
を
発
足
し
ま
し
た
。「
子
ど
も

た
ち
が
表
現
し
た
い
も
の
を
、
自

由
に
目
に
見
え
る
形
に
で
き
る
」と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
魅
力
を
金
原

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
毎
月
２
回
、
ト
モ
ル
カ
フ
ェ
の
２

階
で
教
室
を
開
き
、
約
10
人
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
運
営

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
い
、
気
軽
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
、
教
室
で
使
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
材
は
金
原

さ
ん
が
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
じ
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
制
作
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
触
れ
な

が
ら
、
興
味
の
あ
る
も
の
を
自
分
で

見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
金
原
さ
ん
は

「
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ

と
を
知
る
こ
と
が
大
切
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
を
好
き
に
な
っ
て
、
自
信

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」と
子
ど
も
た

ち
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
教
室
を
取
材
し
た
際
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
、

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
夢
中
で
取
り
組
み
、
う
ま
く
ロ

ボ
ッ
ト
が
動
い
た
と
き
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
保

護
者
か
ら
は「
子
ど
も
が
毎
回
教
室

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
こ
れ
ま
で

市
外
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
受

け
て
い
た
が
、
市
内
で
受
け
ら
れ
る

場
所
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
い
っ

た
声
を
も
ら
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

金
原
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も
遊
ぶ

よ
う
に
学
べ
る
楽
し
い
教
室
に
し
て

い
き
た
い
。機
材
を
拡
充
し
て
、も
っ

と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
体
験
し
て
ほ
し
い
」と
今

後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

講 座 充 実 に 向 け、 
クラウドファンディ
ングを募集中です。
詳細はこちら▼

　吉田さんは、全国２万1123人の選手の中か
ら、Ｕ-15硬式野球の国際大会「2023ＭＣＹ
ＳＡ全米選手権」に出場する日本代表チーム18
人に選ばれ、７月20日～23日に米国イリノイ
州で開催された全米選手権に出場。15打数９
安打、打率.600、１本塁打、９打点の活躍で、
日本代表チームの優勝に貢献しました。
　吉田さんに、全米選手権の感想などを聞き
ました。

―野球を始めたのはいつですか
　小学１年生のときに有終少年野球（現大野Ｊ
ＢＣ）で野球を始めました。きっかけは、父や
兄が野球をしていたことです。
　現在は、硬式野球チームの「福井永平寺リト
ルシニア」に所属し、週５日練習しています。

―日本代表チームに選ばれた感想は
　選ばれたことはもちろんうれしかったです
が、監督に中学１年生のときから「日本代表に
なるぞ」と声を掛けてもらっていたので、その
期待に応えられたことが何よりうれしかった
です。

―日本代表チームの雰囲気はどうでしたか
　チームの他の選手と初めて顔を合わせたの
が渡米前日で、チームの連携が取れるか不安
でしたが、試合では声を掛け合ったり、話し
合ったりして連携の取れたプレーができまし
た。また、高いレベルの選手たちばかりで、

細かなことを伝えなくても通じ合えたので、
急造チームとは思えないほど試合がしやす
かったです。
　
―海外のチームと対戦した感想は
　日本の野球は盗塁やバントなどの小技を組
み合わせた攻撃をしますが、海外のチームは
それらをほぼ使わず、どんどん強振してきま
す。自分たちがエラーをしてしまうと、相手
を勢いづかせてしまうので、ミスのない堅実
な守備を心掛けました。
　海外のパワーのある選手に負けないよう、
日頃の練習から心掛けている監督の教え「基本
に忠実」「魂のあるプレー」「日本一の声」「全力
疾走」を胸に試合に臨みました。
　
―大会を通じて印象に残ったシーンは
　準決勝で、ダメ押しの３ランホームランを
打ったことです。その試合は、打撃の調子が良
くなく、走者２・３塁の場面だったので、犠牲
フライを打てればという思いで打席に入りまし
た。しっかりバットを振り抜け、いい角度の打
球が上がり、最高の結果となりました。
　準決勝の相手が大会を通じて最も強敵だった
ので、打撃でチームの勝利に貢献できたこと
は、今後の自信につながりました。

―今後の抱負を聞かせてください

吉田　吉田　大大
だいすけだいすけ
翼翼さん（錦町・15歳）さん（錦町・15歳）

　「
魂
の
あ
る
プ
レ
ー
」で
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
　

　
Ｕｰ

15
野
球
全
米
選
手
権
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場　

広　告 広　告
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　７月22日、福井市の県消防学校で第72回県消防操法大会が開
かれ、ポンプ車操法の部に出場した大野市消防団第１分団（大野
地区管轄）が見事優勝を飾りました。
　県消防操法大会は、消防活動の充実や消防技術の向上を目的
に毎年開催され、県内９地区の消防団の代表が出場し、放水ま
での速さや正確な動作などを競います。　

地域を守る熱き消防魂　県操法大会で頂点に立つ

ダムを楽しみ、ダムを知る

　７月29日に真名川ダムと笹生川ダム、30日に九頭竜ダム
と長野発電所の見学会が開催されました。
　見学会は、国土交通省九頭竜川ダム統合管理事務所などで
つくる運営協議会が企画したもので、毎年「森と湖に親しむ
旬間」に合わせて実施しています。
　参加者は、ダムの本体や発電設備などを間近に見ながら、
スタッフの解説を聞き、災害を防ぐダムの役割について理解
を深めていました。

　７月から８月にかけて、市内５地区の小学生が、学習や
文化活動、スポーツなどに取り組む「学びと遊びと体験の広
場」が開催されました。この事業は、小学校の長期休業期間
中の子どもたちの居場所を確保するため、本年度から市が
始めたものです。
　７月28日には、カリキュラムの一環として、姉妹都市で
ある茨城県古河市の市民団体「総和おもしろ科学の会」によ
る科学実験・工作出前教室が開かれました。子どもたちは、
ミニロケットの打ち上げや電磁石を使ったモーター作りな
どを通じて、科学の魅力を学んでいました。

姉妹都市古河から大野へ　科学実験の贈り物

　７月28日、大手門広場に漢字の「野」の字形のモニュメントが登
場しました。モニュメントは大手門広場を訪れた人たちに写真撮
影を楽しんでもらうため設置されたもので、隣で「大」の人文字を
つくると、「大野」の文字が完成します。縦横165㌢㍍と120㌢㍍
の２基があり、積雪のある冬季以外は大手門広場に常設されます。

「大野」をつくろう　はいポーズ！

　８月４日、高校生模擬裁判選手権の県予選で準優勝し、県
代表として北陸大会に出場する大野高校の皆さんの激励会を
市役所で行いました。
　模擬裁判選手権大会は、実際の法廷で本物の裁判さながら
の弁論技術を競うもので、検察側と弁護側に分かれて、証拠
提示や証人尋問などを行います。
　３年の森廣陽

は る き
己さんは「北陸大会に向けてしっかり準備を

してきた。お世話になった弁護士や学校の先生方のためにも、
いい結果が出せるよう頑張りたい」と意気込みを語りました。

大野高校が高校生模擬裁判選手権北陸大会へ

　７月29日、30日の２日間、エキサイト広場で第12回全日本フリー
スタイルスケート選手権が開催されました。
　大会には、ブロック大会を勝ち上がった43選手が出場。選手たち
は華麗な技を披露し、白熱した戦いを繰り広げました。
　28㍍のタイムを競う「スピードスラローム」では、守

もりとき
時実香さんが

自身の日本記録を塗り替える4.711秒で優勝。守時さんは芸術性を
競う「クラシックスラローム」でも優勝し、本大会の女子最優秀選手
賞に輝きました。

スピードと技の競演　車輪の上で描くドラマ

　８月11日、五番商店街周辺で外灯を暗くして市街地から夜空
を楽しむイベント「五番夜市」が開催されました。
　星をモチーフにした手作り品の販売やハンモック体験などが行
われたほか、荒島旅舎のビル屋上で天文愛好家による星空鑑賞会
が開催されました。参加者からは、大野の星空の美しさに感嘆の
声が上がっていました。

明かりを消して星降る夜を

３対３の熱戦　エキサイト広場を沸かす

　７月16日、３人制バスケットボールの３
スリーエックススリー

×３大会がエキ
サイト広場で開催されました。この大会は、９月に本市で
開催されるマスターズ大会バスケットボール女子競技の機
運を高めるために、市が企画したものです。
　市内から25チーム約100人が参加し、３×３特有のスピー
ド感あふれる試合展開で、熱戦が繰り広げられました。
　大会後には、今秋からバスケットボールプロリーグのＢ
３に参戦する福井ブローウィンズによる教室が開催されま
した。参加者は、パスやシュートを組み合わせた練習方法
などを教わり、熱心に取り組んでいました。

話題の ひろば

話題のひろば
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秘
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報
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）

今月のスナ プッ
　

８
月
15
日
夜
、
結
と
ぴ
あ
で
開

催
さ
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン
ゲ
ー
ト
プ
ロ

レ
ス
㏌
大
野
の
取
材
に
行
き
ま
し

た
。
選
手
の
力
強
く
華
麗
な
技
の

応
酬
に
、
約
３
０
０
人
の
観
客
が

歓
声
で
呼
応
し
、
選
手
と
観
客
が

一
体
と
な
っ
て
会
場
を
湧
か
し
ま

し
た
。

　

人
々
を
つ
な
ぎ
、
見
る
人
に
元

気
を
与
え
る
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

力
を
再
確
認
し
た
夜
で
し
た
。歓声がリングに渦巻く！

市 民 の う ご き
令和５年８月１日現在（前月比）   

世帯数 １万1638世帯（＋20世帯）
人　口 3万679人（-15人）
〈男〉 １万4706人（-11人）
〈女〉 １万5973人（- ４人）

◆７月中の内訳
　転入　  60人　　出生　  9人
　転出　  41人　　死亡　43人

　空の明るさ調査は、デジタルカメラを用いて星空を撮影し、その画像データから「夜空の明るさ」を測定
する取り組みです。環境省と星空公団が共同で実施しており、夏と冬の２回、全国各地の調査参加者によ
る観察データを集めています。本市は県自然保護センターとオヤット天文クラブが毎年調査結果を報告し
ています。さらに、本市は星空保護区認定取得のため、昨年から福井工業大学と星空公団の協力のもと、
南六呂師エリアに測定器を置き、季節ごとのデータを収集してきました。
　積雪の影響のある冬期を除き、天の川が見やすいとされる20等級を上回る21等級台であり、美しい星空
であるということがデータからも証明されています。

今月の星空スポット　越前大野城と満月
　　撮影者：佐々木修さん

　おとめ座は、手に麦の穂を持つ女神の姿を表した春の星座です。
　おとめ座のα星スピカは、青白く輝く１等星で、オレンジ色に輝く
１等星アークトゥルスと合わせて「春の夫婦星」ともいわれます。
　収穫の神デメテルの娘ペルセポネが、冥土の神ハデスにさらわれ、
デメテルが悲しみ、ほら穴に閉じこもると、草木や花が枯れました。
それを見かねた大神ゼウスがペルセポネを救い、
大地は緑に覆われましたが、ペルセポネがハデス
にだまされて、ザクロの実を食べ、１年の３分の
１を冥土で暮らす羽目になり、娘のいないこの時
期は、デメテルは悲しみ大地は枯れ果て、これが
冬となり季節の始まりとなったといわれています。

今月の星座　おとめ座

イラスト：望月詩織

日本一美しい星空は大野の宝です。この星空
を守り、未来へ受け継ぐ取り組みなどを12回
シリーズで紹介します。夜空の明るさ調査

第９回
 

冒
頭
か
ら
私
事
で
恐
縮
だ

が
、
今
回
で
「
風
見
鶏
」
の

執
筆
を
辞
退
す
る
こ
と
に

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
ふ

と
し
た
ご
縁
で
こ
の
欄
を

担
当
し
て
以
来
十
数
年
、
古
希
を
目
前
に
し
て
元

来
の
浅
学
と
加
齢
に
よ
る
感
性
の
鈍
化
を
つ
く
づ

く
実
感
し
、
こ
の
辺
り
が
潮
時
と
す
る
に
至
っ
た

▼
こ
の
機
会
に
、
手
元
の
昭
和
59
年
発
行
の
「
広

報
市
政
お
お
の
縮
刷
版
」
を
ひ
も
解
い
て
み
た
。

昭
和
29
年
７
月
１
日
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
広
報

の
第
1
号
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
休
む
こ
と
な

く
今
号
で
９
３
９
号
を
迎
え
る
。
初
期
の
広
報
か

ら
は
、
新
し
い
市
政
に
対
す
る
熱
い
思
い
や
時
代

背
景
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
既
に
故
人
と
な
ら
れ

た
方
々
の
懐
か
し
い
面
影
が
浮
か
ん
で
く
る
。
ち

な
み
に
当
時
の
大
野
市
の
全
戸
数
は
８
３
０
０

戸
、
総
人
口
は
４
万
３
６
１
０
人
で
あ
る
▼
風
見

鶏
は
昭
和
30
年
13
号
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

時
の
話
題
は
蚊
・
ハ
エ
撲
滅
国
民
運
動
の
展
開
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
世
相
を
踏
ま

え
て
、
季
節
感
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
執
筆

さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
▼
現
在
は
、
複
数
、
交

代
で
担
当
し
て
お
り
、
執
筆
者
個
々
の
個
性
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
翌
月
の
発
行

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
季
節
を
先
取
り
し
、
発
行

す
る
ま
で
に
大
き
な
変
化
が
な
い
か
、
な
い
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、
締
め
切
り
に
遅
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
担
当
者
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
の
で
は

と
危
惧
し
て
い
る
▼
炎
暑
も
徐
々
に
お
さ
ま
る
９

月
、
市
民
諸
氏
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
念

ず
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
大
野
市
の
発
展
を
期

し
て
、
こ
の
欄
を
終
え
た
い
（
Ｋ
・
Ｋ
）

発
行  

福
井
県
大
野
市
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